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『 希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち掛川 』を目指して 

 

掛川市は、静岡県の西部に位置し、東西約15km、南北約

31km、面積265.69㎢を有しており、東海道の宿場町（掛

川、日坂）や相良と信州を結ぶ「塩の道」の拠点として栄えま

した。現在は、中央部にＪＲ東海道新幹線、ＪＲ東海道本線、

東名高速道路、国道１号バイパス、北部に新東名高速道路、南

部に国道150 号といった広域交通が横断し、西部には天竜浜

名湖鉄道が通るなど、交通条件に恵まれた位置にあります。平

成17 年４月に旧掛川市、旧大東町、旧大須賀町の合併後、都

市計画の基本的な方針である掛川市都市計画マスタープランを平成21 年４月に策定し、

都市づくりを推進してまいりました。                

しかし、近年は人口減少・少子高齢化による社会動向の急激な変化のほか、都市再生特別

措置法の改正、東日本大震災をはじめとする大規模災害の発生、新東名高速道路の供用開始

による広域交通網の整備などにより、将来にわたって都市を持続させるためには、新しいま

ちづくりの考え方が必要とされています。 

こうした背景のなか、第２次掛川市総合計画及び第２次掛川市国土利用計画が策定されま

した。これら上位計画に即しつつ、10 年後20 年後の掛川市を見据え、持続可能な都市を

つくるため、掛川市都市計画マスタープランを改定するとともに、多極ネットワーク型コン

パクトシティを目指し、居住機能や医療、福祉や商業、公共交通など、様々な都市機能の維

持・誘導を図る立地適正化計画の策定を行いました。改定、策定時には、協働によるまちづ

くりを目指し、中学校区別に行ったワークショップの結果や、外部有識者で構成する都市再

生協議会等で出た意見を計画書へ集約し、都市計画審議会の皆様に御意見を伺い、両計画に

反映させました。 

今後は、都市計画マスタープラン及び立地適正化計画に基づき、『希望が見えるまち・誰

もが住みたくなるまち掛川』を目指し、市民が中心となった協働のまちづくりにて、本市の

整備・再生をより一層推進してまいります。 

 結びに、都市計画マスタープランの改定及び立地適正化計画の策定にあたり、ワークショ

ップやパブリックコメントなどにより御意見をいただきました市民の皆様、御尽力を賜りま

した掛川市都市計画審議会、掛川市都市再生協議会の皆様を始め、貴重な御意見や御提言を

いただきました皆様方に心からお礼申し上げます。 

 

平成30年３月  掛川市長 松 井 三 郎 
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